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込みの在宅介護の仕事に従事するようになった。2000
年代半ばに実施された複数の調査において、介護士・
介護補助がイギリス在住ジンバブウェ人の最大の就労
先であることが報告されている。イギリスでは、2009
年頃の時点で看護職（23％）よりも介護職（35％）の
方が外国人の占める割合が高いという調査結果もあり、
家庭での訪問介護や住み込み介護の分野でも多数の外
国人が働いている。さらに最近、同国では死亡原因の
第一位が心疾患から認知症（アルツハイマー病含む）
になったとされ、高齢化の進展も著しい。介護に対す
る需要が今後ますます増えていくことが予想されるな
かで、ジンバブウェ人に限らず、介護の仕事を担う外
国人は増えていくことだろう。
●おわりに
本稿では、20世紀末以降に大きな注目を集めること
になった看護師の国際移動について、重要な受入れ国
となったイギリスの動向とそれに対するアフリカ3カ
国の反応や影響を検討してきた。医療従事者の国際移
動については従来、頭脳流出の問題として論じられて
きたが、本稿ではそれに加えて、受入れ国の移民政策
の動向が送出し国の医療人材政策に影響を与えうるこ
とをみた。ガーナも南アフリカも看護師の国外流出へ
の対応として、国内での看護師育成数の増加、給与や
待遇面での改善、看護学校修了生に対する一定期間の
国内勤務の義務化などを行ってきた。しかし、看護師
の育成数を増加すると、今度は財政的な問題のために、
彼（女）らに職を提供できないという新たな問題に直
面することになった。
看護師の国際移動について考える上でのもう1つの
重要な点は、受入国における需要の変化である。2000
年代後半、外国人看護師の受入れに対して急速に門戸
を閉ざしたイギリスであるが、対照的に介護の仕事を
担う外国人に対する需要は増加している。看護師資格
を持っていれば介護職を得る際に有利に働くこともあ
る反面、アフリカ人看護師からみれば技能はく奪ない
し技能低下の問題となりかねない。本稿では受入れ国
としてイギリスのみを考察の対象としたが、少子高齢
化はヨーロッパや東・東南アジアの多くの国々に共通
の課題である。それゆえ今後は、看護→看護から看護
→介護へと出身国と受入れ国の間で職業名を変えつつ、
看護師の国際移動が続いていくことになるだろう。
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